
証券コード 3940
2024年３月11日

（電子提供措置の開始日2024年３月４日）

株 主 各 位
東京都渋谷区恵比寿一丁目19番19号

恵比寿ビジネスタワー４Ｆ

株式会社ノムラシステムコーポレーション
代表取締役 野村 芳光

第39回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。

さて、当社第39回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあ

げます。

本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記

ウェブサイトに「第39回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載し

ております。

当社ウェブサイト https://www.nomura-system.co.jp/ir/meeting/

また、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲載

しておりますので、以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセ

スして、銘柄名（会社名）または証券コードを入力・検索し、「基本情報」、「縦覧書

類／ＰＲ情報」を選択のうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）2024年３月４日掲載予定

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

なお、当日のご出席に代わって、書面又はインターネットによって議決権を行使す

ることができますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類を

ご検討のうえ、2024年３月25日（月曜日）午後６時までに議決権をご行使くださいま

すようお願い申しあげます。

敬 具

記
1. 日 時 2024年３月26日（火曜日）午前10時

※午前９時30分受付開始予定

2. 場 所 東京都渋谷区恵比寿一丁目20番８号

エビススバルビル５階 EBiS303 カンファレンススペースABC

3. 目的事項

報告事項 第39期（2023年１月１日から2023年12月31日まで）事業報告及び

計算書類の内容報告の件
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決議事項

第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

第３号議案 監査等委員である取締役１名選任の件

以 上

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
◎ご送付している書面は、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面を兼ねております。
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげま
す。

◎議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていた
だきます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
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議決権行使についてのご案内

■ 下記３つの方法がございます。

インターネットによるご行使

2024年３月25日（月曜日）
午後６時行使分まで

行使期限

当社議決権行使ウェブサイトにアクセスしていただき、行使期
限までに賛否をご登録ください。
【議決権行使ウェブサイト】https://soukai.mizuho-tb.co.jp/
にアクセスし、同封の議決権行使書用紙に記載の議決権行使コ
ード及びパスワードをご利用のうえ、画面の案内に従って議案
に対する賛否をご登録ください。
※インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、議決権行使ウェ

ブサイトをご利用いただけない場合があります。

※議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際の接続料金及び通信料金等は株主様のご負担とな

ります。

▶「ＱＲコードを読み取る方法「スマート行使」」については次頁をご参照ください。

郵送によるご行使

2024年３月25日（月曜日）
午後６時到着分まで

行使期限

同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、行使期限まで
に到着するようご返送ください。

株主総会へのご出席

2024年３月26日（火曜日）
午前10時
（受付開始 午前９時30分）

株主総会開催日時

同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出
ください。
また、議事資料として本冊子をご持参くださいますようお願い
申しあげます。

議決権のご行使にあたっては、以下の事項を予めご承知おきください。

議決権行使書用紙の郵送とインターネットの双方で議決権をご行使された場合は、インターネットに
よる議決権行使を有効なものとして取り扱います。
インターネットにより議決権行使を複数回された場合には、最後にご行使されたものを有効なものと
して取り扱います。
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見本

見本

見本

◆ ＱＲコードを読み取る方法「スマート行使」◆

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使ウェブサイトにログインすること
ができます。

１ 議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。

２ 以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

「スマート行使」の議決権行使は1回のみ
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですがパソコン向けサイトへアクセスし、
議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コード」及び「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。

※ＱＲコードを再度読み取っていただくと、パソコン向けサイトへ遷移できます。

詳細は次頁をご参照ください。
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◆ 議決権行使ウェブサイトへのアクセス方法 ◆

「議決権行使ウェブサイト」（下記URL）へのアクセスにより議決権を行使される場合は、議決権行
使書用紙に記載の「議決権行使コード」及び「パスワード」を入力の上、画面の案内に従って行使
をしていただきますようお願い申しあげます。なお、セキュリティ確保のため、初回ログインの際
にパスワードを変更していただく必要があります。

議決権行使ウェブサイト

https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

議決権行使の手順について

１ 議決権行使ウェブサイトへアクセス

「次へすすむ」をクリック

２ ログインする

お手元の議決権行使書用紙に記載された議決権行使コードを入力し、
「次へ」をクリック

３ パスワードを入力

お手元の議決権行使書用紙に記載された「パスワード」を入力した上で、
新パスワードを入力し、「登録」をクリック

以降は画面の入力案内に従って賛否をご入力ください。

パスワードのお取り扱い

◎パスワード（株主様が変更されたものを含みます。）は、今回の株主総会のみ有効です。次回の
株主総会時は新たに発行いたします。

◎パスワードは、一定回数以上間違えるとロックされ使用できなくなります。ロックされた場合、
画面の案内に従ってお手続きください。

ご不明な点につきましては、以下にお問い合わせくださいますようお願い申しあげます。

みずほ信託銀行 証券代行部 インターネットヘルプダイヤル

電話番号 0120-768-524 （フリーダイヤル）

（ご利用時間 午前９時～午後９時(年末年始を除く))
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事 業 報 告

(2023年１月１日から
2023年12月31日まで)

1. 会社の現況に関する事項

(1) 事業の経過及び成果

当事業年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移

行により経済活動の正常化が進み景気の回復傾向は見られますが、地政学リスクや

物価の高騰、円安の影響により依然として不透明な状況にあります。

当社を取り巻く環境におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴いテレ

ワークが普及したことにより、オンライン会議システムやクラウド型システムの導

入、ＳＡＰ ＥＲＰ 6.0 ®の標準サポート保守期限に伴う基幹システム移行対応、

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の取り組みなど、企業のＩＴ投資のペ

ースは引き続き増加する傾向にあります。

このような経営環境のもと、ＳＡＰ ＥＲＰパッケージ導入のプライム（元請け

案件）をより多く受注すべく、当社の強みである人事ソリューションを中心に営業

活動を推進してまいりました。合わせて、ＦＩＳ（※）、ＲＰＡの営業も積極的に行

い、受注の安定に努め、顧客基盤の拡大を図ってまいりました。

この結果、当事業年度におきましては、売上高2,945,981千円（前期比9.3％増）、

営業利益464,347千円（前期比32.0％増）、経常利益465,516千円（前期比25.5％増）、

当期純利益は359,614千円（前期比40.6％増）となりました。

なお、当社はＥＲＰソリューション事業のみの単一セグメントであるため、セグ

メントごとの記載をしておりません。

（※）ＦＩＳ（Function Implement Service）

ＳＡＰ導入プロジェクトにおいて業務設計、システム設計から顧客要件を分

析し、ＳＡＰの実現機能の設計やアドオン（作り込み）設計の技術支援を行う。

(2) 設備投資の状況

当事業年度における設備投資は3,436千円で、建物附属設備3,436千円であります。

これは、西日本支社のレイアウト変更に伴う設備投資によるものであります。

(3) 資金調達の状況

特記すべき事項はありません。

― 6 ―

2024年02月22日 17時17分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



(4) 対処すべき課題

当社は、下記の３点を今後の事業展開における特に重要な課題として認識し、対

応を強化してまいります。

①人材の確保と育成

当社が継続して成長し発展していくためには、ＳＡＰ社製品を高品質かつ短期

間で導入すること及びクラウド、AI、データサイエンスなど著しい進歩がみられ

る最先端技術の習得が必要不可欠であり、これらを維持し向上していくためには

コンサルタントの研修・トレーニングを充実させるとともに、経験と知識を豊富

にもった優秀な人材の確保が必要であると考えております。

製品の多様化からＳＡＰ ＥＲＰ以外のＩＴ知識とＳＡＰ社製品の導入業務に

対する理解を深めるためにも様々な業界及び業務知識も必要となります。当社は、

これらの技術及び知識を習得するためにＳＡＰ社のセミナーや研修、自社での教

育研修を行っております。また、増加するグローバルな需要に対応するために多

言語に対応可能な人材の採用強化を引き続き図ってまいります。

②収益基盤の拡充

当社は、顧客の要望に素早く応え、より優れたコンサルティングサービスを提

供するためには、国内に限らずグローバルにおける最新のＩＴ技術を日々把握、

素早く対応し、クラウド、データサイエンス、ＲＰＡと新たなサービスを導入し

収益基盤を拡充していくことが必要であると考えております。

③テンプレートによる供給力向上

当社は、開発力向上の取り組みとして、テンプレート開発を通じて個人の有す

る知識、経験が組織的な知的財産となるように、プロジェクトノウハウの共有、

継承を通じ、組織力を強化することで供給力の向上を引き続き図ってまいります。

（※）テンプレート

いくつかの機能が最初から標準として備わっているフォーマット（雛形）の

こと。
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(5) 財産及び損益の状況の推移

区 分
2020年度

第36期

2021年度

第37期

2022年度

第38期

2023年度

(当期)第39期

売 上 高 2,539,510
千円

2,790,775
千円

2,695,794
千円

2,945,981
千円

経 常 利 益 390,527
千円

493,403
千円

370,915
千円

465,516
千円

当 期 純 利 益 269,466
千円

349,322
千円

255,713
千円

359,614
千円

１株当たり当期純利益 5.88
円

7.58
円

5.53
円

7.82
円

総 資 産 2,683,093
千円

2,960,346
千円

3,143,237
千円

3,441,515
千円

純 資 産 2,395,548
千円

2,646,853
千円

2,836,082
千円

3,042,968
千円

１ 株 当 た り 純 資 産 額 52.05
円

57.34
円

61.11
円

65.62
円

(注) 1．１株当たり当期純利益は、期中の平均発行済株式総数に基づき算出しております。
2．記載金額（１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産額を除く）は、千円未満を四捨五入

して表示しております。
3．当社は、2020年７月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行い、2022年７月１日付

で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。2020年度の期首に当該株式分割が
行われたと仮定して１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産額を算定しております。

4．第38期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用
しており、第38期以降の財産及び損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数
値を記載しております。

(6) 重要な親会社及び子会社の状況

該当事項はありません。

(7) 主要な事業内容（2023年12月31日現在）

事 業 主 要 業 務

ＥＲＰソリューション事業 ＳＡＰ導入コンサルティング

(8) 主要な営業所（2023年12月31日現在）

名 称 所 在 地

本社 東京都渋谷区

西日本支社 大阪府大阪市淀川区

― 8 ―

2024年02月22日 17時17分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



(9) 従業員の状況（2023年12月31日現在）

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

126名 11名増 35.8歳 9.3年

(10) その他会社の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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2. 会社の株式に関する事項（2023年12月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 137,520,000株

(2) 発行済株式の総数 46,444,800株（自己株式73,804株）

(3) 株主数 5,902名

(4) 大株主 （上位10位）

株主名 持株数 持株比率

野村 芳光 27,440,000
株

59.17
％

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

1,078,300 2.33

河野 信夫 438,800 0.95

森原 泰成 350,000 0.75

石川 るみ子 287,200 0.62

向井 哉志 275,000 0.59

吉田 勤 247,200 0.53

内山 勉 244,800 0.53

酒井 秀和 240,000 0.52

根本 康夫 240,000 0.52

(注) 持株比率は自己株式（73,804株）を控除して算出しております。

(5) その他株式に関する重要な事項（2023年12月31日現在）

該当事項はありません。
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3. 会社の新株予約権等に関する事項

(1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権等の状況

該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権等の

状況

該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項

該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項

(1) 取締役の氏名等（2023年12月31日現在）

地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 野 村 芳 光 ―

取 締 役 根 本 康 夫 管理部長

取 締 役 吉 田 勤 プライム企画部長

取 締 役 内 山 勉 コンサルティング事業部長

取 締 役 太 田 健 一 ―

取 締 役

（常勤監査等委員）
冨 谷 正 明 ―

取 締 役

（監 査 等 委 員）
田 部 井 修

田部井会計事務所 所長

株式会社アイティーコンサルティング

代表取締役

株式会社大里 社外監査役

取 締 役

（監 査 等 委 員）
日 高 共 子 埼玉県入間市教育センター

(注) 1．2023年３月24日開催の第38回定時株主総会において、日高共子氏が取締役に新たに選任さ
れ、就任いたしました。

2．取締役太田健一氏、取締役冨谷正明氏、取締役田部井修氏及び取締役日高共子氏は、社外取
締役であります。

3．当社は、取締役太田健一氏、取締役冨谷正明氏、取締役田部井修氏及び取締役日高共子氏を
東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

4．当社は、監査等委員のうち冨谷正明氏を常勤の監査等委員として選定しております。これは
日常的に業務執行取締役等からの報告や各種調査等の継続的な対応を実効的に行うために必
要と考えるからであります。

5．監査等委員冨谷正明氏は、他社における取締役や監査役としての長年にわたる経験を有して
おり、経営全般に関する相当程度の知見を有するものであります。

6．監査等委員田部井修氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知
見を有するものであります。

7．監査等委員日高共子氏は、産業カウンセラーとして高度な専門知識や豊富な経験を有してお
り、社会問題に関する高い知見を有するものであります。

8．有賀滋氏は、2023年３月24日開催の第38回定時株主総会終結の時をもって、取締役を任期満
了により退任しております。

9．千葉幸夫氏は、2023年３月24日開催の第38回定時株主総会終結の時をもって、監査等委員を
辞任いたしました。
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(2) 責任限定契約の内容の概要

当社は、取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）と会社法第423条第１項

の賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく賠償責任限度額は、

会社法第425条第１項に定める額を責任の限度としております。

(3) 当事業年度に係る取締役の報酬等の額

① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は取締役会において取締役の報酬等の額又はその算定方法の決定に関す

る方針を定めており、その内容は株主総会において決議された報酬総額の限度

額内で、各取締役の担当業務及びその内容、経済情勢等を考慮、監査等委員会

の意見を聴収し、取締役会からの信任を受け、代表取締役が報酬額を決定して

おります。

なお、監査等委員である取締役の報酬額につきましては、監査等委員である

取締役の協議により決定しております。

② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

当社の取締役の基本報酬限度額は、2017年３月28日開催の第32回定時株主総

会において年額250,000千円以内と決議されております。当該定時株主総会終結

時点の取締役の員数は５名です。

監査等委員である取締役の報酬限度額は、2017年３月28日開催の第32回定時

株主総会において年額60,000千円以内と決議されております。当該定時株主総

会終結時点の監査等委員の員数は３名（うち社外取締役は２名）です。

③ 取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項

取締役会は代表取締役野村芳光に対し、各取締役の報酬額の決定を委任して

おります。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当職

務に応じた貢献度等を総合的に評価するには、代表取締役が適していると判断

したためであります。取締役会で決定された報酬等の基本方針及び当該手続き

に基づき決定されていることから、取締役の個人別の報酬等の内容の決定方針

に沿うものであると判断しております。

区分
報酬等の

総額（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる役員
の員数（人）基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役（監査等委員を除く）

（うち社外取締役）
53,490

（2,100）
53,490

（2,100）
－ －

６
（1）

取締役（監査等委員）

（うち社外取締役）
9,000

（9,000）
9,000

（9,000）
－ －

４
（４）

(注) 1．取締役（監査等委員を除く）の報酬等の額には、2023年３月24日開催の第38回定時株主総会
終結の時をもって退任した取締役（監査等委員を除く）１名を含んでおります。

2．取締役（監査等委員）の報酬等の額には、2023年３月24日開催の第38回定時株主総会終結の
時をもって辞任した取締役（監査等委員）１名を含んでおります。

3．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
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(4) 社外役員に関する事項

① 重要な兼職先である法人等と当社との関係

地位 氏名 重要な兼職の状況

社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

田 部 井 修

田部井会計事務所 所長
株式会社アイティーコンサルティング
代表取締役
株式会社大里 社外監査役

社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

日高 共子 埼玉県入間市教育センター

(注) 田部井修氏及び日高共子氏の重要な兼職先である法人等と当社との間には、特別な関係はあり
ません。
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② 当事業年度における主な活動状況

区分 氏名 主な活動状況

社外取締役 太田 健一

当事業年度に開催した取締役会全14回（定時12回、臨時２回）の全

回に出席し、取締役会の意思決定の妥当性・適切性を確保するた

め、成長企業を含む多くの企業を支えてきた豊富な経験と知見を基

に適宜質問し、意見を述べております。

社外取締役
（監査等委員）

冨谷 正明

当事業年度に開催した取締役会全14回（定時12回、臨時２回）の全

回に出席し、取締役会の意思決定の妥当性・適切性を確保するた

め、経営者としての豊富な経験を基に適宜質問し、意見を述べてお

ります。また、監査等委員会14回（定時12回、臨時２回）の全回に

出席し、監査結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協

議等を行っております。

社外取締役
（監査等委員）

田部井 修

当事業年度に開催した取締役会全14回（定時12回、臨時２回）の全

回に出席し、取締役会の意思決定の妥当性・適切性を確保するた

め、主に税理士としての専門的見地と高い見識に基づき適宜質問

し、意見を述べております。また、監査等委員会14回（定時12回、

臨時２回）の全回に出席し、監査結果についての意見交換、監査に

関する重要事項の協議等を行っております。

社外取締役
（監査等委員）

日高 共子

社外取締役就任後に開催した取締役会全10回（定時９回、臨時１

回）の全回に出席し、取締役会の意思決定の妥当性・適切性を確保

するため、主に産業カウンセラーとしての高度な専門知識や豊富な

経験に基づき適宜質問し、意見を述べております。また、監査等委

員会10回（定時９回、臨時１回）の全回に出席し、監査結果につい

ての意見交換、監査に関する重要事項の協議等を行っております。

③ 社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務について
太田健一氏は、銀行及びベンチャーキャピタルにおいて、成長企業を含む多

くの企業を支えてきたことから財務及び会計に関する深い知見、また、相応程

度の法務の知見を有していることに加え、国立研究法人科学技術振興機構の

「A-STEP」「NexTEP」プログラムでの財務系評価委員としての経験を有されてお

り、当社取締役会において独立した客観的かつ中立的な立場からの指摘や有益

な意見をいただくなど、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するため

の助言、提言等適切な役割を果たしていただいております。

冨谷正明氏は、過去において大手総合商社及びその関連会社において様々な

業務に従事するとともに、監査役としての経験も豊富であり、当社取締役会に

おいて独立した客観的かつ中立的な立場からの指摘や有益な意見をいただくな

ど、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言、提言等適切

な役割を果たしていただいております。また、監査等委員会においては、監査

の方法、監査結果についての意見交換及び重要事項の協議等適切な役割を果た
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していただいております。

田部井修氏は、税理士としての専門的見地と、監査役としての豊富な経験、

幅広い知見を有しており、当社取締役会において独立した客観的かつ中立的な

立場からの指摘や有益な意見をいただくなど、取締役会の意思決定の妥当性・

適正性を確保するための助言、提言等適切な役割を果たしていただいておりま

す。また、監査等委員会においては、監査の方法、監査結果についての意見交

換及び重要事項の協議等適切な役割を果たしていただいております。

日高共子氏は、産業カウンセラーとしての高度な専門知識や豊富な経験を有

することから、社会問題に関する高い知見を有しており、当社取締役会におい

て独立した客観的かつ中立的な立場からの指摘や有益な意見をいただくなど、

取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言、提言等適切な役

割を果たしていただいております。また、監査等委員会においては、監査の方

法、監査結果についての意見交換及び重要事項の協議等適切な役割を果たして

いただいております。
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5. 会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

(2) 報酬等の額

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 23,000千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利
益の合計額

23,000千円

(注) 1．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業
年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2．当社監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積
の算定根拠等の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等について会社法第399条第１項
の同意を行っております。

(3) 非監査業務の内容

該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

当社監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定めるいずれかに

該当すると判断した場合、監査等委員全員の同意により会計監査人を解任いたしま

す。

会計監査人の再任の可否については、監査等委員会は毎期、会計監査人の適格性、

独立性、監査の品質管理状況及び職務の遂行状況等を総合的に評価し、不再任が妥

当と判断した場合、監査等委員会は、会計監査人の不再任に関する議案を決定し、

取締役会はその決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。

(5) 責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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6. 会社の体制及び方針

業務の適正を確保する体制

当社は、業務の適正を確保するための体制に関する基本方針を決議しており、そ

の概要は次のとおりであります。

(1) 取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

体制

① 当社は、全役職員が法令、定款はもとより社会規範を遵守することを明確

にするとともに、その遵守の重要性について繰り返し情報発信することに

より、周知徹底を図ります。

② 当社は、「コンプライアンス・リスク委員会」、稟議制度、内部監査及び顧

問弁護士による助言等によりコンプライアンス体制を構築し、コンプライ

アンスの遵守状況や事業におけるリスクの把握に努め、コンプライアンス

の実効性を確保しております。

③ 「コンプライアンス・リスク委員会」は、万が一不正行為が発生した場合に

は、その原因究明、再発防止策の策定及び情報開示に関する審議を行い、

その結果を踏まえて管理部は再発防止策活動を推進します。

④ 内部通報体制として「内部通報規程」に基づき、通報窓口を設け、法令及

びその他コンプライアンスの違反またはその恐れのある事実の早期発見に

努めます。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

① 情報セキュリティについては、「情報セキュリティ管理規程」に基づき、情

報セキュリティに関する責任体制を明確化し、情報セキュリティの維持・

向上のための施策を継続的に実施する情報セキュリティ管理体制を確立し

ます。情報セキュリティに関する具体的な施策については「情報セキュリ

ティ委員会」で審議し、推進します。

② 個人情報については、法令及び「個人情報管理規程」に基づき、厳重に管

理します。

③ 取締役の職務執行に係る情報については、法令及び「文書管理規程」に基

づき、文書または電磁的媒体に記録し、保存します。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① 当社は、「リスク管理規程」に基づき、潜在的リスクの早期発見及び事故・

不祥事等に対する迅速かつ適切な対応を講じます。

② 経営上の重大なリスクへの対応方針、その他リスク管理の観点から重要な

事項については、「コンプライアンス・リスク委員会」において十分な審議
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を行い、その結果を取締役会に報告します。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

① 取締役会は、原則として毎月１回開催するほか、必要に応じて臨時に開催

し、事業運営に関する機動的な意思決定を行っております。

② 中期経営計画により、中期的な基本戦略、経営指標を明確化するとともに、

年度毎の利益計画に基づき、目標達成のための具体的な諸施策を実行して

おります。

③ 当社は、「組織規程」、「職務分掌規程」及び「職務権限規程」に基づき、担

当職務、業務分掌、指揮命令関係等を明確化し、取締役の効率的な職務執

行を図るとともに、その職務執行状況を適宜、取締役会に報告しておりま

す。

(5) 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項及び当該使用人の取締役

からの独立性に関する事項並びに当該使用人に対する指示の実効性の確保に関

する事項

① 監査等委員会が必要とした場合、監査等委員会の職務を補助する使用人を

置きます。

② 監査等委員会の職務を補助する使用人の任命・異動等人事に関する事項に

ついては、監査等委員会の同意を得たうえで行い、指揮命令等について当

該使用人の取締役からの独立性を確保します。

(6) 取締役及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制、その他の監査等委

員会への報告に関する体制

① 取締役及び使用人は、監査等委員会の求めに応じて、随時その職務の執行

状況その他に関する報告を行います。

② 監査等委員会は、重要会議への出席または不定期の会議等において、経営

の状態、事業遂行の状況、財務の状況、内部監査の実施状況、リスク管理

及びコンプライアンスの状況等の報告を受けることができます。
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(7) 監査等委員会に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱い

を受けないことを確保するための体制

「内部通報規程」において、通報者が通報を行ったことに関していかなる不利

益も与えてはならないことを明確にしております。

(8) 監査等委員の職務執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関す

る事項

監査等委員は、会計監査人や弁護士への相談に係る費用を含め、職務の執行に

必要な費用を会社に請求することができ、会社は当該請求に基づき支払うものと

します。

(9) その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 監査等委員会は、重要な意思決定及び業務の遂行状況を把握するために、

取締役会等の重要な会議に出席するとともに、稟議書その他重要な業務執

行に関する文書を閲覧します。

② 監査等委員会は、会計監査人及び内部監査責任者と監査上の重要課題等に

ついて定期的な情報交換を行い、相互の連携を深め、内部統制状況を監視

します。

(10) 財務報告の信頼性を確保するための体制

① 金融商品取引法その他の法令に基づき、内部統制の有効性の評価、維持、

改善等を行います。

② 当社の各部門は、自らの業務の遂行にあたり、職務分離による牽制、日常

的モニタリング等を実施し、財務報告の適正性の確保に努めます。

(11) 反社会的勢力への対応

① 当社は、「反社会的勢力に対する基本方針」及び「反社会的勢力対応マニュ

アル」に基づき、反社会的勢力の排除に向けた体制の整備を強化しており

ます。

② 反社会的勢力からの不当要求に備え、平素から所轄警察署や顧問弁護士等、

外部専門機関との密接な連携を構築します。

業務の適正を確保する体制の運用状況の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他

会社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりでありま

す。
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① コンプライアンス

コンプライアンス・リスク委員会は、市場、情報セキュリティ、当社が提供

するサービスにおける課題、労務等、会社を取り巻く様々な事業運営上のリス

クの低減・回避策やリスクが顕在化した場合の対応策等を協議しました。

また、主要な規程、インサイダー取引や情報漏洩防止に関する研修での教育

を推進し法令及び定款を遵守するための取り組みを継続的に行っており、あわ

せて内部通報制度の周知等により、コンプライアンスの推進、実効性の確保に

取り組みました。

② 取締役の職務の執行

取締役会において、取締役全員出席のもと、重要な業務の執行に関する決定

や監督等を行うとともに、中期経営計画及び利益計画を策定し、業務執行取締

役は同計画の達成に取り組みました。

③ 内部監査の実施

内部監査部門は内部監査計画に基づき、監査等委員と連携して内部監査を実

施し、モニタリングを行いました。

④ 監査等委員会の職務の執行

監査等委員会は、議事録や稟議書、契約書等の書類の閲覧に加え、関係者へ

のヒアリング、内部監査への立会い、代表取締役や監査法人との面談により監

査を行うほか、毎月開催される取締役会やその他の重要会議に出席し、必要に

応じて意見を述べるとともに、内部監査及び会計監査人と連携し、取締役及び

使用人の職務の執行状況を監査しました。

⑤ 内部統制システム全般

内部統制については、基本方針に基づき、内部統制システムの整備・運用状

況をモニタリングし、改善をすすめました。

⑥ 反社会的勢力の排除

当社は、「反社会的勢力排除方針」を定め、当社ウェブサイトや社内メール等

でその内容の周知徹底を図りました。また、反社会的勢力との取引防止のため、

新規取引先の事前確認及び既存取引先の継続確認を適宜行うとともに、所轄警

察署や暴力追放推進運動センター等の外部専門機関との連携により、反社会的

勢力の排除に取り組みました。

7. 剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主への利益還元を重要な経営課題の一つとして位置付けております。

配当につきましては、財務基盤の健全性を維持し、事業環境の変化や将来の事業展

開に備えて内部留保の充実を図りつつ、配当性向40％以上の安定配当を継続的に行

うことを基本方針といたします。
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貸 借 対 照 表

(2023年12月31日現在)
(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

(資 産 の 部) (負 債 の 部)

流 動 資 産 3,254,903 流 動 負 債 379,848

現 金 及 び 預 金 2,665,886 買 掛 金 183,183

売 掛 金 及 び 契 約 資 産 554,530 未 払 金 44,450

仕 掛 品 2,017 未 払 費 用 9,126

前 払 費 用 30,335 未 払 法 人 税 等 73,426

そ の 他 2,134 預 り 金 21,059

固 定 資 産 186,612 そ の 他 48,603

有 形 固 定 資 産 52,259 固 定 負 債 18,699

建 物 51,913 資 産 除 去 債 務 18,699

車 両 運 搬 具 11,670 負 債 合 計 398,546

工 具 器 具 備 品 13,274 (純 資 産 の 部)

減 価 償 却 累 計 額 △24,599 株 主 資 本 3,042,898

無 形 固 定 資 産 218 資 本 金 323,871

そ の 他 218 資 本 剰 余 金 280,371

投資その他の資産 134,135 資 本 準 備 金 280,371

投 資 有 価 証 券 0 利 益 剰 余 金 2,447,393

長 期 前 払 費 用 58,093 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,447,393

繰 延 税 金 資 産 18,754 繰 越 利 益 剰 余 金 2,447,393

そ の 他 57,288 自 己 株 式 △8,738

新 株 予 約 権 71

純 資 産 合 計 3,042,968

資 産 合 計 3,441,515 負債・純資産合計 3,441,515

（注）記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しております。
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損 益 計 算 書

(2023年１月１日から
2023年12月31日まで)

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 2,945,981

売 上 原 価 2,163,861

売 上 総 利 益 782,120

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 317,773

営 業 利 益 464,347

営 業 外 収 益

助 成 金 収 入 1,959

そ の 他 100 2,060

営 業 外 費 用

投 資 有 価 証 券 評 価 損 805

そ の 他 85 890

経 常 利 益 465,516

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 27,688 27,688

税 引 前 当 期 純 利 益 493,204

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 123,354

法 人 税 等 調 整 額 10,236 133,590

当 期 純 利 益 359,614

（注）記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しております。
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株主資本等変動計算書

(2023年１月１日から
2023年12月31日まで)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

2023年１月１日残高 323,871 280,371 - 280,371 2,242,861 2,242,861

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △150,817 △150,817

当期純利益 359,614 359,614

自己株式の取得

自己株式の処分 △4,264 △4,264

自己株式処分差損の振替 4,264 4,264 △4,264 △4,264

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 - - - - 204,532 204,532

2023年12月31日残高 323,871 280,371 - 280,371 2,447,393 2,447,393

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式

株主資本
合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

2023年１月１日残高 △5,646 2,841,457 △5,446 △5,446 71 2,836,082

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △150,817 △150,817

当期純利益 359,614 359,614

自己株式の取得 △59,000 △59,000 △59,000

自己株式の処分 55,908 51,644 51,644

自己株式処分差損の振替 - -

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

5,446 5,446 5,446

事業年度中の変動額合計 △3,092 201,441 5,446 5,446 - 206,886

2023年12月31日残高 △8,738 3,042,898 - - 71 3,042,968

（注）記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項

1. 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以

外のもの

……………期末日の市場価格等に基づく時価法によっております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 ……………移動平均法による原価法によっております。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

仕掛品 ……………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下によ

る簿価切下げの方法により算定）によっております。

2. 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 ……………定率法を採用しております。

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に

取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ８～15年

車両運搬具 ６年

工具器具備品 ５～10年

3. 収益及び費用の計上基準

(1) 準委任契約等

準委任契約等はサービス支援等であり、当社の指揮命令下において顧客との契約内容に応じた役

務提供を行います。当該履行義務は、契約期間にわたり労働時間の経過につれて充足されるもので

あり、収益は当該履行義務が充足される期間において、準委任契約に定められた金額に基づき、収

益認識を行っております。

(2) 請負契約

請負契約は受注制作のソフトウェア開発に係るものであります。当社はＥＲＰソリューションシ

ステムのコンサルティングから企画・開発・保守に至る一連のサービスを提供しており、履行義務

の充足にかかる進捗度に基づき、一定の期間にわたり収益認識を行っております。
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２. 表示方法の変更に関する注記

（貸借対照表）

前事業年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「未払費用」は金額的重要性があ

るため、当事業年度より区分掲記することとしました。

なお、前事業年度の「未払費用」は14,882千円であります。

３. 会計上の見積りに関する注記

繰延税金資産の回収可能性

(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金資産 18,754千円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

将来の利益計画に基づいた課税所得が十分に確保され、回収可能性があると判断した将来減算

一時差異について繰延税金資産を計上しております。

繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存するため、その見積りの前提とし

た条件や仮定に変更が生じた場合、翌事業年度の計算書類において繰延税金資産及び法人税等調

整額の金額に重要な影響を与える可能性があります。

４．株主資本等変動計算書に関する注記

1. 当事業年度の末日における発行済株式の数

普通株式 46,444,800株

2. 当事業年度の末日における自己株式の数

普通株式 73,804株

3. 当事業年度の末日における当社が発行している新株予約権（権利行使期間の初日が到来していない

ものを除く。）の目的となる株式の数

普通株式 304,800株

4． 配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

2023年３月24日

定時株主総会
普通株式 繰越利益剰余金 150,817 3.25 2022年12月31日 2023年３月27日

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議予定 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

2024年３月26日

定時株主総会
普通株式 繰越利益剰余金 150,706 3.25 2023年12月31日 2024年３月27日
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５．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未払事業税 5,853 千円

資産除去債務 5,726 〃

株式報酬費用 6,266 〃

フリーレント賃料 2,537 〃

その他 3,422 〃

繰延税金資産合計 23,803 千円

繰延税金負債

資産除去債務に対応する除去費用 5,050 〃

繰延税金負債合計 5,050 〃

繰延税金資産純額 18,754 千円
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６．金融商品に関する注記

1． 金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

当社は、経営活動に必要な資金の調達を自己資金にて賄っております。資金運用については、

安全性の高い金融資産で運用する方針であります。なお、当社はデリバティブ取引は行わない方

針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金及び契約資産は、顧客の信用リスクに晒されております。

営業債務である買掛金、未払金、未払法人税等は、そのほとんどが１年以内に決済または納付

期限が到来するものであります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、経理規程に従い、営業企画部と管理部が連携して、取引先ごとの期日管理及び残高管

理を行うとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

② 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社は、管理部が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、一定の手許流動性を維持する

ことにより流動性リスクを管理しています。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異な

る前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

2． 金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、「現金及び預金」「売掛金及び契約資産」

「買掛金」「未払金」「未払法人税等」は、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿

価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（注）金銭債権の決算日後の償還予定額

１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金及び預金 2,665,886 － － －

売掛金及び契約資産 554,530 － － －

合計 3,220,416 － － －
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７．収益認識に関する注記

1．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計
ＥＲＰソリューシ

ョン事業
計

準委任契約等 2,864,022 2,864,022 2,864,022

請負契約 75,467 75,467 75,467

その他 6,492 6,492 6,492

顧客との契約から生じる収益 2,945,981 2,945,981 2,945,981

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 2,945,981 2,945,981 2,945,981

2．収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、１．重要な会計方針に係る事項の「3．収益及び費用の

計上基準」に記載したとおりであります。

3．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報

（1）契約資産の残高等

当事業年度（千円）

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 382,806 475,691

契約資産 71,451 78,840

契約資産は、請負契約及び準委任契約等について未請求の受注制作のソフトウェア開発に係る対価

に対する当社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対する当社の権利が無条件になっ

た時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。当該請負契約及び準委任契約等に関する

対価は、主に得意先の検収月の月末に請求し、翌月末に受領しております。

（2）残存履行義務に配分した取引価格

当初に予定される顧客との契約期間が１年以内であるため、残存履行義務に配分した取引価格

の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。
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８．関連当事者との取引に関する注記

役員及び個人主要株主等

氏名
議決権等の所有

（被所有）割合

関連当事者と

の関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

野村 芳光
被所有

直接 59.2％

当社代表取

締役

自己株式の

取得（注）
59,000 － －

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）自己株式の取得については、2023年２月14日開催の取締役会で利害関係を有する代表取締役野
村芳光氏を除いた取締役のみで慎重に審議、検討及び決議を行っていることと、2023年２月15
日に自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）により１株118円で取得することで取引の公平性を
担保しております。

９．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 65円62銭

１株当たり当期純利益金額 7円82銭

10．重要な後発事象に関する注記

（自己株式の取得）

当社は、2024年２月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

資本効率の向上を図り、インセンティブプランの検討をはじめとした経営環境の変化に対応した機

動的な資本政策の遂行を可能とするため自己株式を取得するものであります。

２．取得に係る事項の内容

（１） 取得対象株式の種類 普通株式

（２）
取得し得る

株式の総数

700,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 1.5％）

（３） 株式の取得価格総額 150,000,000円（上限）

（４） 取得期間 2024年２月15日～2024年５月31日

（５） 取得方法 東京証券取引所における市場買付

（参考）2023年12月31日時点の自己株式の保有状況

発行済株式総数

（自己株式を除く）
46,370,996株

自己株式数 73,804株

11．その他の注記

特記事項はありません。
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

2024年２月20日
株式会社ノムラシステムコーポレーション

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人トーマツ
東 京 事 務 所

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 早 稲 田 宏

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 竹 田 裕

監査意見

当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社ノムラシステムコーポレーシ

ョンの2023年1月1日から2023年12月31日までの第39期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」とい

う。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表

示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分か

つ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整

備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監

査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい

て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があ

るかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候

があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類
等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま
れる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から
計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性が
あり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意
見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に
基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去す
るための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2023年１月１日から2023年12月31日までの第39期事業年度における取締役の

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会

決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び

使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意

見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。

① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携のうえ、

重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、

必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務

及び財産の状況を調査いたしました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する

とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求

めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体

制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005

年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明

を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いた

しました。
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２．監査の結果

(1)事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している

ものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は

認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部

統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべ

き事項は認められません。

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2024年２月21日

株式会社ノムラシステムコーポレーション 監査等委員会

常勤監査等委員 冨谷 正明 ㊞

監査等委員 田部井 修 ㊞

監査等委員 日高 共子 ㊞

（注）常勤監査等委員冨谷正明氏、監査等委員田部井修氏及び監査等委員日高共子氏は、会社

法第２条第15号及び第331条第６項に定める社外取締役であります。

以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の処分の件

当社は、株主への利益還元を重要な経営課題の一つとして位置付けております。

配当につきましては、財務基盤の健全性を維持し、事業環境の変化や将来の事業

展開に備えて内部留保の充実も図りつつ、配当性向40％以上の安定配当を継続的

に行うことを基本方針としております。つきましては、当期業績の傾向及び今後

の事業環境を考慮し、以下のとおり期末配当及び剰余金の処分をさせていただき

たいと存じます。

１. 期末配当に関する事項

① 配当財産の種類

金銭といたします。

② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき３円25銭 配当総額 150,705,737円

③ 剰余金の配当が効力を生じる日

2024年３月27日（水曜日）
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第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名全員

は任期満了となります。

つきましては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名の選任をお願い

いたしたいと存じます。

なお、本議案については、監査等委員会から全ての取締役候補者について適任

である旨の意見を得ています。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当社の
株式数

１

野
ノ ム ラ

村 芳光
ヨシミツ

(1948年12月15日生)

1969年４月 トヨタ自動車株式会社入社

27,440,000株

1971年３月 株式会社データプロセスコンサルタント

（現アイエックス・ナレッジ株式会社）入社

1972年９月 三菱金属株式会社（現三菱マテリアル株

式会社）入社

1979年10月 ノース・アメリカ保険株式会社（現Ｃｈ

ｕｂｂ損害保険株式会社）入社

1983年１月 損害保険代理店として独立

1986年２月 当社設立 代表取締役（現任）

取締役候補者とした理由

野村芳光氏は、当社創業者であり、当社設立以来、長年にわたる経営者としての経験と優れ

た経営手腕により当社を成長させてまいりました。これらの豊富な経験と実績に基づき、経営

全般に関する知識と能力を有していることから、当社の持続的な企業価値向上に寄与できるも

のと判断し、引き続き取締役候補者としました。

２

根
ネ モ ト

本 康夫
ヤ ス オ

(1957年５月19日生)

1976年４月 宮崎電線工業株式会社

240,000株

1987年４月 株式会社システムエース入社

1988年８月 当社入社

1999年５月 当社取締役

2005年11月 当社取締役ＥＲＰソリューション事業部長

2006年12月 当社取締役ＥＲＰソリューション事業部

長兼ネットワーク事業部長

2014年12月 当社取締役コンサルティング事業部長

2017年３月 当社常務取締役コンサルティング事業部長

2019年９月 当社常務取締役コンサルティング事業部

長兼管理部長

2019年11月 当社常務取締役管理部長

2021年３月 当社取締役管理部長（現任）

取締役候補者とした理由

根本康夫氏は、当社コンサルティング事業の責任者として同事業の拡大を通じた企業価値向

上へ貢献してきた実績と取締役としての経営の監督を適切に遂行してきたことから、今後も当

社の持続的な企業価値向上に寄与できるものと判断し、引き続き取締役候補者としました。
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当社の
株式数

３

吉
ヨ シ ダ

田 勤
ツトム

(1975年９月16日生)

1998年４月 株式会社クリスタル入社

247,200株

2001年３月 株式会社ソフトウェーブ転籍

2002年５月 個人事業主として開業

2004年４月 当社入社

2014年８月 当社営業企画部長

2017年３月 当社取締役プライム企画部長（現任）

取締役候補者とした理由

吉田勤氏は、当社コンサルティング事業のサービス提供方法の一つであり、より収益性の高

いプライムの案件獲得を通じた企業価値向上へ貢献してきた実績と取締役としての経営の監督

を適切に遂行してきたことから、今後も当社の持続的な企業価値向上に寄与できるものと判断

し、引き続き取締役候補者としました。

４

内
ウチヤマ

山 勉
ツトム

(1976年６月11日生)

2002年８月 個人事業主として開業

244,800株

2011年９月 当社入社

2014年４月 当社ＥＲＰソリューション事業部長

2017年３月 当社取締役コンサルティング事業部長

（現任）

取締役候補者とした理由

内山勉氏は、2011年の当社入社以来、コンサルタントとして尽力し、2014年からはERPソリ

ューション事業部長としてリーダーシップを発揮し、高品質な提案やサービス等の提供を通じ

て企業価値向上へ貢献してきた実績と取締役としての経営の監督に適切に遂行してきたことか

ら、今後も当社の持続的な企業価値向上に寄与できるものと判断し、引き続き取締役候補者と

しました。

５

杉
スギヤマ

山 雄一郎
ユウイチロウ

(1966年９月21日生)

1986年４月 株式会社サンビジネスコンサルタント入

社

－株

1992年４月 ネットワンシステムズ株式会社入社

2013年４月 同社 経営企画グループ参事

2021年４月 ネットワンビジネスオペレーションズ合

同会社 代表執行役社長

2022年12月 当社入社（現任）

取締役候補者とした理由

杉山雄一郎氏は、IT企業の経営者としての経験を通じて、IT業界に関する豊富な知見や、エ

ンジニア等の専門性の高い組織のマネジメント経験を有していることから、当社の持続的な成

長と企業価値向上に寄与できるものと判断し、取締役候補者としました。
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当社の
株式数

６

太
オ オ タ

田 健一
ケンイチ

(1950年９月３日生)

1975年４月 株式会社富士銀行（現株式会社みずほ銀

行）入行

－株

1987年５月 富士銀キャピタル株式会社（現みずほキ

ャピタル株式会社）に出向（2002年９月

同社に転籍）

2005年10月 同社 執行役員営業第３グループ長

2010年10月 同社 嘱託 営業部部長（2015年９月退

任）

2011年４月 国立研究法人科学技術振興機構

「A-STEP」「NexTEP」プログラム財務系評

価委員(2022年８月退任)

2015年10月 みずほキャピタル株式会社 特別顧問

（2021年９月退任）

2015年12月 フィンテック グローバル株式会社 監

査役

2018年３月 当社社外取締役（現任）

2019年12月 フィンテック グローバル株式会社 社

外取締役（監査等委員）（2021年12月退

任）

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割

太田健一氏は、銀行及びベンチャーキャピタルにおいて、成長企業を含む多くの企業を支え

てきたことから財務及び会計に関する深い知見、また、相応程度の法務の知見を有しているこ

とに加え、国立研究法人科学技術振興機構の「A-STEP」「NexTEP」プログラムでの財務系評価

委員としての経験を有しております。その豊富な経験と幅広い見識に基づき、社外取締役とし

て職責を果たしております。独立した立場から社外取締役として十分な役割を引き続き果たす

ことができると考え、社外取締役候補者としました。

(注) １．当社と各候補者との間には、特別の利害関係はありません。
２．取締役候補者野村芳光氏は当社の経営を支配しているものであります。
３．太田健一氏は、社外取締役候補者であります。
４．太田健一氏は、株式会社東京証券取引所の定める独立役員として届け出ており、選任され

た場合には、引き続き独立役員となる予定です。
５．当社は太田健一氏との間で会社法第423条第１項に定める損害賠償を限定する契約を締結し

ており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項の最低限度額と
しております。同氏の再任が承認された場合は、当社は同氏との間で上記責任限定契約を
継続する予定であります。

６．太田健一氏の当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって６年となります。
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第３号議案 監査等委員である取締役１名選任の件

業務執行監督機能及び経営執行等のモニタリングの強化を図るため、監査等委

員である取締役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。

なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。

監査等委員である取締役の候補者は次のとおりであります。

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当社の
株式数

酒
サ カ イ

井 奈緒
ナ オ

(1982年７月８日生)

2012年１月 サン綜合法律事務所 入職（現任）

－株

2019年８月 有限会社ラックキャピタル 代表（現任）

2021年３月 株式会社TOKIO-BA 監査役（現任）

2022年１月 ジャパンM&Aソリューション株式会社

社外監査役（現任）

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割

酒井奈緒氏は、弁護士として企業法務に精通し、法律に関する専門的知識と豊富な経験を有してお

り、当社の経営に関する監視・監督の強化に適任であると判断し、監査等委員である社外取締役候補者

としました。

(注) １．当社と候補者との間には、特別の利害関係はありません。
２．酒井奈緒氏は、会社法に定める社外取締役候補者であり、同氏が取締役に選任された場合

には、当社は株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に
届け出る予定であります。

３．酒井奈緒氏が取締役に選任された場合には、当社との間で、会社法第427条第１項の規定に
基づき同法第423条第１項に定める損害賠償を限定する契約を締結する予定であります。な
お、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める額です。
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【ご参考】 株主総会後の取締役のスキルマトリックス

本総会において、第２号議案及び第３号議案が原案どおりに承認された場合の、

取締役の主たる経験分野・専門性は以下のとおりであります。

氏 名
会社における

地位

独立

社外

スキル・経験

経営

全般
IT業界 営業

人材

育成

財務・

会計
法務

国際

(海外

経験)

ガバナ

ンス

野村 芳光 代表取締役 ● ● ● ●

根本 康夫 取締役 ● ● ● ●

吉田 勤 取締役 ● ● ●

内山 勉 取締役 ● ● ●

杉山 雄一郎 取締役 ● ● ●

太田 健一 取締役 〇 ● ● ●

冨谷 正明
取締役

(監査等委員)
〇 ● ● ●

田部井 修
取締役

(監査等委員)
〇 ● ● ●

日高 共子
取締役

(監査等委員)
〇 ● ● ●

酒井 奈緒
取締役

(監査等委員)
〇 ● ●

※各氏の有する全ての知見や経験を表すものではありません。

以 上
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至中目黒

至渋谷

至品川

至広尾

明
治
通
り

至目黒

びっくり寿司

マクドナルド

ファミリーマート

恵比寿SSビル

JR
恵比寿駅

恵比寿ガーデンプレイス

恵比寿ISビル

恵比寿
ビジネスタワー

三富ビル新館

恵比寿四丁目

東京都渋谷区恵比寿1-20-8
みずほ
銀行

交番

東口

駒沢通り

三井住友銀行

●日比谷線恵比寿駅

出口1

出口2

恵比寿一

恵比寿駅
東口

エビス
スバルビル

三菱
UFJ銀行

三菱
UFJ銀行

渋谷橋

恵
比
寿

ネ
オ
ナ
ー
ト

株主総会会場

株主総会会場ご案内図

会 場 東京都渋谷区恵比寿一丁目20番８号

エビススバルビル５階

EBiS303 カンファレンススペースABC

電話 0120-303-557（代表）

交通： JR 線「恵比寿駅」東口より徒歩約３分

日比谷線「恵比寿駅」出口１より徒歩約５分

※お願い 株主様用の駐車場はご用意しておりませんので、上記の公共交通機関

をご利用いただきますようお願い申しあげます。
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